
 

 

 

1. 策定の趣旨 

 

 我が国の水道普及率は 98％を超え、生活していく上で欠かすことのできない基盤施設となっていま

す。一方で、近年の大規模災害発生を受けた災害対策や、施設の老朽化の進行により、更新費用が増加

するなど、多くの課題を抱えています。 

 こうした中、厚生労働省は平成 25 年 3 月に「新水道ビジョン」を策定・公表しました。これは、人

口減少時代への突入や東日本大震災の経験など、水道事業をとりまく経営環境が大きく変化してきたこ

とから、これらの変化に対応し、50 年後、100 年後の将来を見据え、水道事業の理想像を「安全」「強

靭」「持続」の観点から明示するとともに、その理想像を具現化するため、今後、取り組むべき事項や方

策を示すものとなっています。 

 本市水道事業は、平成 21 年度に「野々市町水道ビジョン」を策定しましたが、10 年が経過したこ

とや環境の変化から、厚生労働省の「新水道ビジョン」に基づき、野々市市水道事業ビジョンを策定し

ました。 

 

2. 人口動態と水需要 

 

 給水人口は過去 10 年間を通して増加傾向にあり、平成 30 年度で 55,280 人となっています。し

かし、一日平均給水量については、ほぼ横ばいで微減傾向にあります。将来的にも節水や独身世帯の増

加による 1 世帯当たりの給水量減など、給水収益の減少が想定されます。本市水道事業としても、中長

期を見据えた財政健全化・経営効率化施策を推進し、効率的・効果的な事業経営を進めていく必要があ

ります。 

 

 

図 給⽔⼈⼝と⼀⽇平均給⽔量の実績 

 

 

 

3. 財政収支の見通し 

 

 水道事業は公営企業会計方式であり、収益的収支と資本的収支に分かれています。 

これまでに策定した計画に基づき、建設投資（更新や耐震化事業）を実施していくと、令和 20 年度の

純利益は現状より約 50,000 千円減少します。支払利息の増加が純利益に影響することから、内部留保

資金の使用と企業債の借り入れを調整しつつ、毎年度見直し行っていきます。 

 

 

図 収益的収支の推移 
 

 

図 資本的収支の推移 
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4. 基本理念と目標 

 

 本ビジョンの基本理念は上位計画である「第 1 次野々市市総合計画」の基本理念『～ともに創
つく

る と

もに 育
はぐく

む～』を念頭に、水道事業としての責務を果たす一方で、水道利用者の理解を得ながら、安全で

安心な水道水の供給を実施していくことを目標とし、基本理念を『～ともに創
つく

る ともに 育
はぐく

む 持続
じ ぞ く

す

る水道～』とします。 

 

 

 

5. 目標達成に向けた具体的施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. フォローアップの実施 

 

 本ビジョンの各施策進捗について、PDCA サイクルに基づいたフォローアップを実施し、必要に応じ

てビジョンや各施策の見直し及び改善検討を行います。 

 
図 PDCA サイクル 
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